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宮城県遠刈田温泉における方ンマ線測定結果について（岩崎章二）

内外であると考えられるので，上述の計算から推定すれ

ほ観測の重力差は主と．して第三紀暦下部と基盤との境界

面附近の形状によるものと考えら胞る。

　（2）測点番号88（茅ケ崎市）附近の局地的な低重

力域については相模川以西の地域の調査が行われていな

いΦでここでは地質的解釈にできない。

　　　　　　　　5．　結　　　　論

本調査により本地域における重力分布の概要を明らか

にするととができた。ごの結果重力分布は川崎市溝の口

の南西方9km附近を中心として値が小さく低重力域を

なしていることがわかつた。従つてこの附近を中心とす

る盆状の地下構造が考えられるが，これは主として第三

紀暦下部と基盤との境界面附近の形状を表わしているよ

うに思われる・　　　　　　　（昭和27年3月調査）

551．234；550．835（521。13）

宮城県遠刈甲温泉におけるガンマ線測定結果にづいで・

岩　　崎 章　　二甚

　　　　　　　　　R6sum61
　　　　　　　　　　　　　　　　レ
Gamma　Ray　Meas皿銀ents　at　the　Togatta

　　　Hotsprh壇s，Miy我gi　Prefect皿re

　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　Shoji　Iwas＆ki

　Intensity　Fdistributions　of　gamm＆　rαy　on

the　s皿face　were　measured　at　the　Togatta

Hotsかringswith　Geiger－Muller　comter（Na－

tural　counts＝100／min．）．The　results　obta！

ined　are　as　follows：

　1。Gammal　ray　intensities　are　Iarge＆t

the　places　where　the　hotsprings　are　found、

　2．Measurements　in　boreholes（depth＝

50cm）show　the　distinct　peaks　than　those

on　the　surface．

　　　　　　　　　1．緒　　　冒

　昭和27年3月下旬，1週聞にわたつて，宮城県建刈田・

濠泉において，地表ガンマ線強度の測定を行つた。本調

査の目的は放尉能探査法の研究の1部として・温泉地櫻

における，ガシマ線探奎の適用性に関する1資料を5る

ために行つたもりである0

　　　　　　　　25位置および交通
』
遠
刈田温泉は宮城県刈田郡宮村地内にあ，り，東北本線

白石または大河原駅よリバスが通じている。

　　　　　　　　3。　地形および地質

地蠣部には松川があり・南東に淋て・・る・北部は

丘陵をなし，温泉湧出地謂はその聞に存在する扇状地で

ある9
　との地帯の温泉おまび地質調査にマいては，本所中村

久由按官により調査が行われている・それ障よれぼ北部

　管　物理探査部

山地は石英粗面岩より成り，扇状地部分は凝友質火山堆

積物（厚さ不明）上を被覆して，松川の砂礫暦（厚さ3

m～12m）が存在する。

　扇状地内に湧出する温泉井はその深さは北部が浅く，

南部が深いが大体50m’γ14mそ最深のもので80mであ

一る（井戸に関する地暦データーは残つていない）σ温度

は大体600C前後で低いものでは450C程度のもの．も存

在する。

　　　　　4．　放射能探査（ガンマ線測定）

　1）　目　『的・

　温泉地帯において，地下熱源よりの温泉水が上部地暦

り磯砕幣，割目ジ断贋等の地暦弱線に滑つて，地表に上

昇する場合，放射能物質もともに地表に表われ，地表放

射能強度分布に影饗するであろうことは，一応考えられ

るところである。この意1朱において』温泉地櫻における

地表放射能分布（いまの場合，ガンマ線強度分布）の測

定を行つた。

　2）　方　　法

　第1図に示すように，測点を設け・各測点にっき，ガ

ンマ線強度をガイガー，ミュラー計数管によつて測定し

た。調査範囲は束西約350m，南北約30Gmの範囲であ

る。

　使用器械は科学研究所試作の野外用の電池式の放射線

測定器で計数管は東芝製の自然計数毎分約100のもので

あつて，5分聞の連続測定を行なつて毎分の計数値を求

めた。計数管はベークラィトの筒に入れたものを，さら

に木箱内に収容してある。測定に際しては高さ約25cm

の木箱上に計数管を横たえた・

　3）　測定結果

　測定結果は第1図に示した。

　図上の数値として上に測点番号を，下に測定値を記し

、て示した。得られた計数値は毎分101～129の範囲にあ

る5大体の傾向としては西部が小さく1東側の計歎値「
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が大である。なお測定法に関する1資料としてNo．81～

92の間において，深さ約50cmの孔を穿ち，その中に計

数管（ざ一クライト管入）を入れて測定冷行つた（地表

より計数管上部まで約5cm）・その結果は第2図に示し

た。．第2図において孔中の測定値は一般に地表値よりも

小さな計数を示し，ビークの部分において地表の値と同

程度の頑直を示した。

　この原因としては

　1）　温泉湧出のための放尉能壇犬

　2）温泉が割目等地層弱線に関係し，構鎧のための放F

射能塘大

　の2つが考えられるが，その詳細についてほなお研究

の要があるもめと思われる。おそらくこの2っの原因が

相重なつているものと推定される。いずれにしても，第
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第　2　図　　地表およぴ孔中のッ線強渡観測値比較

　4）　測定結果に関する考察

　第1図に示す測定結果において，全測定値135点の平

均値は113．7となり統計誤差を考慮すれぱ誤差は2．8％

で計数値はm～117の範囲の値となる。実測値は101～

129で明らかに誤差の範囲外にある。一方，基準点とし

て，た証や旅館の一室において測定した結果によれぼ

⊂第3図参照）11回の測定において最小111，最大118，

平均114．5で統計誤差は2．3％，値は111．2～117．7で実

測値は明らかにこの範囲内に存在する。したがつて本地

域は放射能異鴬弛幣を含むものと見てよいと思われる。

　いま仮りに明らかな異常地点どして計数116／分以上の
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原点におけるッ線強度観測値の変化

値に○印を附し表示したものを第1図に示した・

　図において，地域西部例えぱNo．22～30の如きは，

いずれも100地台の計数を示し，とれらの異常を示さない

が，温皐湧出地附近においてはO印の点が散在し，あき、

らかに，放射能堰大が認められる。

1図において温泉湧出の附近において，放射能大な菊地

点の存在することは注目すべきことである。

　次に孔中の測定結果につい宅以下すこレく考察す

る。

　一般に地表におけるガンマ線測定の状況について考え

れぼ，計数管の計数に入つてくるものとして，宇宙線・

地表岩石，測点附近の室気の放射線の3つが考えられ，

これらの総合したものを計数しているものとみられる。

　そして測定位置によつて，それぞれの占める割合が変

動するであろ5ことは明らかであり，特に局部地形によ

つて1），それぞれの値が左右されるであろ5こともまた

　　　　　　明らかなごとである。　した：がつて測、点

　　　　　　附近の状況により，いかなる位置にお

　　　　　　いて測定を行5べきかは測定法に関す

　　　　　　　る1問題とおもわれる。’

　　　　　　　第②図において，地中における計数

ノ2　24専　　　が明らかに地表に郭ける値よヴ小であ

　　　　　　　り，またピークの出方が明瞭である。

　この原因としては，地表に比し，孔中においては

　1）地表による遮へいのため，宇宙線炉減少する。

　2），附近室気の影響は小である。

　3）孔中の地暦のみが影響し，地表に比し，計数管に

　1）　EGonomiG　geology．Vo146．No。4。
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感ずる地暦部分が若干少ない。

　4）孔中の場合，局部的な地形の影響はない。

等のことが考えられるが，詳細については，さらに研究

の必要がみとめられる。

　なお，た』まや族館の湯元における測定値は117／分であ

つて，附近例えぱ，No．123において121／分で井戸直上

の値が必ずしも，最大の値を示さないことは一応注目に

値するものと考えられる。

　　　　　　　　　5．結　　　論

　宮城県遠刈田温泉において，ガンマ線測定を実施して

次の結果を得た。

　1）　温泉湧出地域において，放射線強度の増大がみと

められた。

　2）温泉井直．ヒにて必ずしも最大の値を示さないよづ

である。

　3）測定法の一実験として，孔中にての測定にては，

一般に地表測定値より小であるが，ピークの部分におい

ては，地表測定値と同程度の計数値を示し，ピークの出

方がより明瞭である。．

　実際測定に際しては，測定能率を考慮して特に必要な

る地幣に対して，孔中の測定を併用するを可と考えられ

る。　　　　　　　　　　　　　（昭和27年3月調査）
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